
｢皇
室
経
済
法
﹂
の
成
立
史
と
問
題
点

所

功

一
︑
日
本
国
憲
法
と
皇
室
関
係
法

日
本
の
皇
室
は
︑
千
数
百
年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
地
位
・
役
割
な
ど
を
法
的
に
明
文
化
し
た
の
は
︑
近
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
︒
そ
れ
は
︑
明
治
二
十
二
年

(一
八
八
九
)
二
月
に
制
定
さ
れ
た
﹁
大
日
本
帝
国
憲
法
﹂
(国
務
法
)
と
﹁
皇
室
典
範
﹂
(宮
務

法
)
の
も
と
︑
数
多
く
の
皇
室
令
制
が
整
備
さ
れ
︑
ほ
ぼ
完
全
な
皇
室
制
度
が
出
来
た
こ
と
に
な
る
(1
)
︒

と
こ
ろ
が
︑
未
曾
有
の
敗
戦
後
︑
日
本
を
占
領
統
治
し
た
G
H
Q
の
政
策
に
よ
り
︑
憲
法
も
典
範
も
根
本
的
な
改
変
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︒

そ
れ
に
伴
っ
て
︑
新
し
く
﹁
皇
室
経
済
法
﹂
と
同
施
行
法
な
ど
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
︒
し
か
も
︑
昭
和
二
十
二
年

(一
九
四
七
)
五
月
︑

そ
の
施
行
に
際
し
て
︑
従
来
の
皇
室
令
制
が
全
廃
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

こ
れ
に
よ
っ
て
︑
皇
室
制
度
は
一
変
し
た
か
に
み
え
る
︒
た
だ
︑
当
時
の
実
務
関
係
者
な
ど
の
努
力
に
よ
り
︑
新
憲
法
下
で
も
従
来
の
在

り
方
を
何
と
か
残
そ
う
と
し
て
(2
)
︑
新
た
な
対
応
法
規
を
作
り
出
し
た
︒
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す
な
わ
ち
︑
新
憲
法
は
︑﹁
大
日
本
帝
国
﹂
を
﹁
日
本
国
﹂
に
改
め
︑
前
文
で
﹁
主
権
在
民
﹂
を
宣
言
し
た
が
︑
そ
の
第
一
章
は
旧
憲
法

と
同
じ
く
﹁
天
皇
﹂
(英
訳

T
h
e
E
m
p
e
ro
r)
で
あ
り
︑
第
三
章
の
﹁
国
民
の
権
利
及
び
義
務
﹂
と
別
枠
に
︑
天
皇
の
地
位
と
役
割
な
ど
を

定
め
て
い
る
︒
現
行
憲
法
も
︑
天
皇

(皇
室
)
に
つ
い
て
︑
広
範
な
権
利
と
最
小
の
義
務
を
有
す
る
一
般
国
民
用
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
︑

別
枠
の
存
在
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
︒

そ
の
特
殊
性
は
︑
ま
ず
第
一
章
の
第
二
条
で
︑﹁
皇
位
は
世
襲
の
も
の
で
あ
つ
て
︑
国
会
の
議
決
し
た
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
︑
こ
れ
を
継
承
す
る
﹂
と
定
め
︑
一
般
国
民
に
認
め

(求
め
)
ら
れ
な
い
﹁
世
襲
﹂
を
要
件
と
し
て
い
る
︒
し
か
も
︑
そ
の
具
体
的
な
在

り
方
は
︑
国
民
代
表
の
国
会
で
議
決
し
た
法
律
の
﹁
皇
室
典
範
﹂
に
従
う
こ
と
に
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
第
一
章
の
第
八
条
で
︑﹁
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
︑
又
は
皇
室
が
財
産
を
譲
り
受
け
︑
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
は
︑
国
会
の

議
決
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
定
め
︑
皇
室
の
財
産
に
も
国
会
の
関
与
を
義
務
付
け
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
第
七
章
﹁
財
政
﹂
の
第
八
十
八
条
で
﹁
す
べ
て
皇
室
財
産
は
︑
国
に
属
す
る
﹂
と
定
め
︑
戦
前
の
よ
う
な
皇
室
所
有
の
膨
大
な

御
料
と
財
産
(3
)
を
ほ
と
ん
ど
否
定
し
︑
た
だ
︑
僅
か
な
﹁
皇
室
費
﹂
は
︑﹁
皇
室
経
済
法
﹂
に
よ
り
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
︒

注
(1
)
明
治
以
来
の
典
憲
体
制
で
は
︑
国
務
用
の
法
例
類
と
別
に
︑
宮
務
用
の
皇
室
令
を
詳
細
に
整
理
し
た
︒
そ
の
主
な
も
の
を
五
つ
に
分
類
し
て
制
定

順
に
列
挙
す
れ
ば
︑
左
の
通
り
で
あ
る
︒

a
人
生
儀
式
関
係
⁝
⁝
1
誕
生
令

(明
35
)

2
就
学
令

(大
15
)

3
後
見
令

(大
15
)

4
成
年
式
令

(明
42
)

5
婚
嫁
令

(明
33
)↓
1
・
5
親
族
令

(明
43
)

6
身
位
令

(
明
43
)

7
服
装
令

(明
44
)

8
服
喪
令

(明
42
)

9
喪
儀
令

(大
15
)

10
陵
墓
令

(大
15
)

※
国
葬
令

(大
15
)

b
皇
位
継
承
関
係
⁝
⁝
11
立
儲
令

(明
40
)

12
登
極
令

(明
42
)
13
摂
政
令

(明
42
)
14
皇
統
譜
令
(大
15
)

c
祭
祀
・
儀
制
関
係
⁝
15
祭
祀
令

(明
41
)

16
儀
制
令

(大
15
)
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d
経
済
・
裁
判
関
係
⁝
17
財
産
令

(明
43
)

18
会
計
令

(明
45
)

19
裁
判
令

(
大
15
)

e
文
書
・
会
議
関
係
⁝
20
公
文
式

(明
19
)

21
遺
言
令

(大
15
)

22
会
議
令

(
明
45
)

な
お
︑
欽
定
の
典
範
は
︑
憲
法
と
同
様
に
︑
本
文
の
改
正
を
な
し
え
な
か
っ
た
が
︑
皇
族
数
の
増
大
に
伴
う
費
用
を
抑
制
し
︑
華
族
の
相
続
に

も
資
す
る
た
め
︑
明
治
四
十
一
年

(一
九
〇
八
)
と
大
正
七
年

(一
九
一
八
)
に
﹁
増
補
﹂
と
い
う
形
の
改
定
が
行
わ
れ
た
︒
ま
た
大
正
九
年

﹁
皇
族
の
降
下
に
関
す
る
施
行
準
則
﹂
を
制
定
し
て
い
る

(拙
著
﹃
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
﹄
︿
勉
誠
出
版
︑
平
成
二
十
四
年
﹀
所
収
﹁﹃
皇
族
の
降

下
に
関
す
る
施
行
準
則
﹄
解
説
﹂
参
照
)

(2
)

た
と
え
ば
︑
昭
和
二
十
二
年
五
月
に
は
︑
宮
内
府

(も
と
宮
内
省
)
長
官
官
房
文
書
課
長

(
高
尾
亮
一
)
名
で
﹁
従
前
の
規
定
が
廃
止
﹂
と
な

る
が
︑﹁
新
し
い
規
定
が
で
き
て
い
な
い
も
の
は
︑
従
前
の
例
に
準
じ
て
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
﹂
と
い
う
﹁
依
命
通
牒
﹂
を
出
し
て
い
る
︒

(3
)

そ
の
概
要
は
園
部
逸
夫
氏
﹃
皇
室
制
度
を
考
え
る
﹄
(注
4
の
⑯
)
所
載
﹁
明
治
憲
法
時
代
の
皇
室
経
済
﹂
(
二
六
九
～
二
七
二
頁
)
に
︑
酒
巻

芳
男
氏
﹃
皇
室
制
度
講
話
﹄
(岩
波
書
店
︑
昭
和
九
年
)
を
参
照
し
て
︑
手
際
よ
く
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る

(
要
点
抄
出
)︒

(イ
)

皇
室
財
産
は
︑
天
皇
の
財
産
で
あ
る
﹁
御
料
﹂
と
︑
皇
族
の
財
産
で
あ
る
﹁
皇
族
財
産
﹂
か
ら
な
っ
て
い
た
︒
そ
の
御
料
を
﹁
世
伝
御
料
﹂

と
﹁
普
通
御
料
﹂
の
二
種
類
に
区
別
し
て
い
る
︒

(ロ
)

世
伝
御
料
と
は
︑
天
皇
と
い
う
地
位
と
と
も
に
伝
え
る
べ
き
財
産
と
解
さ
れ
る

(
宮
城
・
赤
坂
離
宮
・
青
山
︿
東
宮
﹀
御
所
︑
浜
離
宮
︑

京
都
皇
宮
︑
桂
離
宮
・
修
学
院
離
宮
︑
正
倉
院
宝
庫
︑
木
曽
御
料
地
な
ど
)
︒

こ
れ
以
外
の
御
料
財
産
の
こ
と
を
普
通
御
料
と
い
い
︑
天
皇
の
調
度
か
ら
宮
内
省
の
庁
用
物
品
ま
で
を
含
ん
で
い
た
︒

(ハ
)

皇
族
の
財
産
に
つ
い
て
は
︑
概
ね

①
太
皇
太
后
・
皇
太
后
︑
皇
后
︑
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
︑
皇
太
孫
・
皇
太
孫
妃
︑
未
婚
・
未
成
年
の

皇
子

(内
廷
皇
族
)
と
︑
②
そ
れ
以
外
の
皇
族

(宮
家
皇
族
)
と
に
二
分
し
区
別
を
設
け
て
い
た
︒

(ニ
)

皇
室
経
済
の
財
源
と
し
て
は
︑
①
国
庫
か
ら
の
定
額
の
支
出
金
︑
②
財
本

(現
金
・
地
金
銀
・
登
録
国
債
・
有
価
証
な
ど
)
の
運
用
に
よ

る
収
入
︑
③
林
野

(御
料
林
の
山
林
払
下
げ
・
土
地
貸
付
料
な
ど
)
の
収
入
を
有
し
て
い
た

(
い
ず
れ
も
議
会
か
ら
独
立
)︒

(ホ
)

皇
室
か
ら
の
支
出
は
︑
①
直
接
国
務
に
関
連
す
る
費
用

(宮
中
祭
祀
・
神
宮
祭
祀
・
官
国
幣
社
へ
の
奉
幣
な
ど
︑
陵
墓
・
四
大
節
・
観
桜

会
・
観
菊
会
︑
大
演
習
・
観
兵
式
︑
外
国
ご
交
際
︑
産
業
ご
奨
励
な
ど
)︑
②
国
家
公
共
の
た
め
の
費
用

(
帝
室
博
物
館
・
御
歌
所
・
雅

楽
部
・
図
書
寮
・
学
習
院
・
牧
場
・
宮
殿
営
繕
・
調
度
な
ど
)︑
③
下
賜
金

(表
彰
・
神
祇
崇
拝
勧
奨
︑
災
害
救
済
︑
賑し
ん

恤
じ
ゅ
つ

慈
善
︑
社
会

事
業
奨
励
︑
戦
没
者
慰
霊
︑
教
育
学
術
施
設
奨
励
︑
保
健
衛
生
施
設
奨
励
︑
産
業
奨
励
な
ど
)
多
岐
に
わ
た
る
︒
(納
税
の
義
務
は
な
い
)

な
お
︑
川
田
敬
一
氏
の
資
料
紹
介
﹁
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
﹃
皇
室
経
済
ノ
概
要
﹄
(
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
締
﹃
日
本
学
研
究
﹄
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二
三
号
︑
令
和
二
年
)
は
︑
明
治
十
一
年
か
ら
大
正
六
年
ま
で
の
﹁
皇
室
会
計
﹂
の
歳
入
と
歳
出
の
概
況
が
具
体
的
な
金
額
を
表
示
し
て
い
る
︒

二
︑
﹁
皇
室
経
済
法
﹂
の
成
立
経
緯

そ
の
﹁
皇
室
経
済
法
﹂
が
制
定
さ
れ
た
課
程
な
ど
は
︑
詳
細
な
資
料
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
綿
密
な
考
証
論
文
が
川
田
敬
一
氏
な
ど

に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
(4
)
︒
そ
れ
に
よ
っ
て
︑
判
明
し
た
成
果
の
要
旨
を
以
下
に
紹
介
し
な
が
ら
︑
若
干
の
私
見
も
付
け
加
え
よ
う
︒

前
述
の
ご
と
く
︑
新
憲
法
で
は
︑
皇
位
継
承
の
在
り
方
も
皇
室
経
済
の
在
り
方
も
︑
国
会
の
管
理
下
に
置
き
︑
皇
室
の
自
律
性
を
否
定
し

て
い
る
が
︑
こ
れ
は
G
H
Q
の
強
い
要
求

(占
領
政
策
)
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
︑﹁
皇
室
経
済
法
﹂
(以
下
略
称
﹁
経
済

法
﹂
)
の
制
定
に
あ
た
っ
て
も
︑
こ
の
方
針
を
貫
こ
う
と
す
る
G
H
Q
側
と
︑
そ
こ
に
皇
室
の
自
律
性
を
少
し
で
も
残
そ
う
と
す
る
日
本
側

と
の
攻
防
が
行
わ
れ
て
い
る
︒

そ
の
激
し
い
や
り
取
り
は
︑
す
で
に
新
憲
法
の
起
草
に
先
立
ち
︑
昭
和
二
十
年

(一
九
四
五
)
十
一
月
︑
G
H
Q
か
ら
﹁
皇
室
財
産
凍
結

に
関
す
る
総
司
令
部
覚
書
﹂
に
よ
り
﹁
皇
室
財
産
に
財
産
税
を
課
す
﹂
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
︒
そ
れ
を
前
提
に
し
て
︑
翌
二
十
一
年
二
月

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
に
基
づ
き
︑
四
月
に
起
草
さ
れ
た
﹁
帝
国
憲
法
改
正
案
﹂
で
は
︑
皇
室
の
﹁
世
襲
財
産
﹂
を
︑
皇
居
な
ど
収
益
が
生

じ
な
い
財
産
に
限
り
︑
別
に
収
益
が
生
じ
た
ら
国
庫
に
帰
属
す
る
こ
と
を
明
文
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
︒
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
で
は
︑
皇
室

財
産
か
ら
の
収
益
を
皇
室
に
帰
属
さ
せ
な
い
こ
と
に
な
れ
ば
︑
皇
室
の
費
用
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
る
と
の
危
惧
を
示
し
た
︒
そ
の
結
果
︑

憲
法
の
定
め
る
皇
室
財
産
以
外
の
私
的
な
財
産
も
あ
る
と
の
解
釈
を
可
能
に
す
る
修
正
案
で
決
着
し
て
い
る

(注
4
⑧
な
ど
)︒

そ
の
後
︑
新
憲
法
を
起
草
し
審
議
す
る
の
と
並
行
し
て
︑
臨
時
法
制
調
査
会
と
宮
内
省
で
立
案
し
た
﹁
経
済
法
﹂
案
要
綱
を
起
草
し
て
審

議
し
な
が
ら
G
H
Q
と
の
交
渉
を
重
ね
︑
枢
密
院
御
諮
詢
案
を
作
り
上
げ
た
︒
そ
の
案
が
翌
二
十
二
年
一
月
︑
そ
の
ま
ま
公
布
さ
れ
る
に
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至
っ
た
の
で
あ
る
︒

そ
の
経
過
を
み
る
と
︑
ま
ず
G
H
Q
か
ら
︑
行
政
機
関
の
宮
内
府

(も
と
宮
内
省
)
が
皇
室
用
財
産
に
直
接
関
与
し
︑
調
査
結
果
な
ど
を

国
会
に
直
接
報
告
す
る
規
定
を
要
求
し
て
き
た
︒
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
は
︑
皇
室
用
財
産
の
事
務
だ
け
を
宮
内
府
の
所
管
と
し
︑
内
閣
を

通
じ
て
国
会
に
報
告
す
る
運
用
す
る
よ
う
主
張
し
て
い
る
︒

ま
た
G
H
Q
か
ら
︑﹁
天
皇
﹂
は
財
産
の
主
体

(責
任
)
者
で
あ
る
こ
と
︑
そ
の
金
額
も
皇
室
へ
の
課
税
も
︑
明
示
す
る
よ
う
に
要
求
し

て
き
た
︒
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
で
は
︑
従
来
の
﹁
皇
室
﹂﹁
御
手
元
金
﹂
と
い
う
表
現
を
残
す
こ
と
︑
そ
の
金
額
も
課
税
に
つ
い
て
も
︑

別
途
﹁
皇
室
経
済
法
施
行
法
﹂
(以
下
省
略
﹁
施
行
法
﹂
)
や
税
法
に
規
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
G
H
Q
か
ら
︑
皇
室
財
産
は
大
部
分
を
国
有
財
産
と
し
た
の
で
︑
私
的
な
経
済
行
為
に
つ
い
て
も
皇
位
と
一
体
の
由
緒
物
に
つ
い

て
も
︑
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
︒

そ
れ
を
承
け
て
︑
特
に
﹁
経
済
法
﹂
の
第
七
条
に
﹁
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
は
︑
皇
位
と
と
も
に
︑
皇
嗣
が
︑
こ
れ
を

受
け
る
﹂
と
明
示
し
た
意
味
は
大
き
い
︒
明
治
以
来
の
旧
﹁
皇
室
典
範
﹂
で
は
︑
第
十
条
に
﹁
天
皇
崩
御
す
る
と
き
は
︑
皇
嗣
即
ち
践
祚
し
︑

祖・

宗・

の・

神・

器・

を
承
く
﹂
と
明
文
化
し
て
い
た
︒
し
か
し
︑
戦
後
の
新
憲
法
が
政
教
分
離
の
原
則
に
立
つ
こ
と
へ
の
配
慮
か
ら
︑
神
道
的
な
宮

中
祭
祀
に
用
い
ら
れ
て
き
た
﹁
三
種
の
神
器
﹂
は
新
﹁
皇
室
典
範
﹂
に
規
定
せ
ず
︑﹁
皇
位
と
と
も
に
伝
わ
る
べ
き
由
緒
あ
る
物
﹂
と
し
て

な
ら
ば
問
題
に
な
ら
な
い
と
考
え
︑
そ
れ
が
散
逸
せ
ず
確
実
に
受
け
継
が
れ
る
よ
う
﹁
経
済
法
﹂
に
明
文
化
し
た
の
で
あ
る
︒

注
(4
)

資
料
集
の
芦
部
信
喜
・
高
見
勝
利
編
﹃
皇
室
経
済
法
︹
昭
和
二
十
二
年
︺﹄
(信
山
社
︑
平
成
四
年
)
に
は
︑
高
見
氏
の
詳
細
な
解
題
が
あ
り
︑

ま
た
調
べ
る
こ
と
の
で
き
た
主
な
著
書
・
論
文
は
左
の
通
り
で
あ
る
︒
な
お
︑
⑤
～
⑩
の
川
田
敬
一
氏
に
は
︑
戦
前
の
皇
室
経
済
に
つ
い
て
研
究

し
た
﹃
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
皇
室
財
産
﹄
(原
書
房
︑
平
成
十
三
年
)
が
あ
る
︒

｢皇室経済法」の成立史と問題点
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①

塚
越
虎
男
﹃
終
戦
後
の
皇
室
財
産
の
変
遷
﹄
(大
蔵
省
調
査
部
︑
昭
二
十
六
年
)

②

黒
田
久
太
﹃
天
皇
家
の
財
産
﹄
(三
一
書
房
︑
昭
四
十
一
年
)

③

皇
室
法
研
究
会
編
﹃
共
同
研
究

現
行
皇
室
法
の
批
判
的
研
究
﹄
(神
社
新
報
社
︑
昭
六
十
二
年
初
版
・
平
成
二
十
九
年
増
訂
版
)

④

笹
川
紀
勝
﹁
皇
室
経
済
と
議
会
制
民
主
主
義
の
課
題
﹂
(﹃
北
大
法
学
論
集
﹄
四
〇
巻
六
号
︑
平
成
二
年
)

⑤

川
田
敬
一
﹁
終
戦
前
後
皇
室
財
産
政
策
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
﹂
(﹃
憲
法
論
叢
﹄
六
号
︑
平
成
十
一
年
)

⑥

川
田
敬
一
﹁
日
本
国
憲
法
制
度
過
程
に
お
け
る
皇
室
財
産
論
議
﹂
(﹃
日
本
学
研
究
﹄
七
号
︑
平
成
十
六
年
)

⑦

川
田
敬
一
﹁﹃
皇
室
経
済
法
﹄
の
成
立
過
程
﹂
(﹃
産
大
法
学
﹄
四
〇
巻
三
・
四
号
︑
平
成
十
九
年
)

⑧

川
田
敬
一
﹁
皇
室
経
済
関
係
法
令
に
関
す
る
G
H
Q
と
の
交
渉
に
お
け
る
論
点
﹂
(﹃
憲
法
論
叢
﹄
一
五
号
︑
平
成
二
十
年
)

⑨

川
田
敬
一
﹁
近
現
代
の
皇
室
経
済
制
度
に
関
す
る
諸
問
題
﹂
(﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄
五
四
号
︑
平
成
二
十
九
年
)

⑩

川
田
敬
一
﹁
皇
室
費
と
政
教
分
離
に
関
す
る
制
度
史
的
研
究
﹂
(﹃
日
本
学
研
究
﹄
二
二
号
︑
令
和
元
年
)

⑪

山
田
亮
介
﹁
近
代
皇
室
の
私
的
財
産
に
関
す
る
一
考
察
﹂
(日
本
大
学
﹃
法
学
研
究
年
報
﹄
三
六
号
︑
平
成
十
八
年
)

⑫

山
田
亮
介
﹁
皇
室
財
産
の
公
私
と
そ
の
問
題
点
﹂
(﹃
憲
法
研
究
﹄
四
二
号
︑
平
成
二
十
二
年
)

⑬

山
田
亮
介
﹁
G
H
Q
憲
法
草
案
第
八
二
条
の
皇
室
財
産
規
定
と
﹃
世
襲
財
産
﹄
﹂
(﹃
日
本
法
学
﹄
七
八
巻
一
号
︑
平
成
二
十
五
年
)

な
お
︑
啓
蒙
的
な
研
究
書
と
し
て
︑
⑭
森
暢
平
﹃
天
皇
家
の
財
布
﹄
(新
潮
新
書
一
八
︑
平
成
十
五
年
)
が
あ
る
︒
ま
た
︑
皇
室
法
全
般
に
関

し
て
は
︑
園
部
逸
夫
氏
の

⑮
『皇
室
法
概
論
﹄
(第
一
法
規
︑
平
成
十
四
年
)︑
⑯
『皇
室
制
度
を
考
え
る
﹄
(中
央
公
論
新
社
︑
平
成
十
九
年
)︑

⑰
園
部
逸
夫
﹃
皇
室
法
入
門
﹄
(筑
摩
新
書
︑
令
和
二
年
)
が
大
変
参
考
に
な
る
︒

三
︑
﹁
皇
室
費
﹂
の
三
分
類
と
配
分
率

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
︑﹁
経
済
法
﹂
の
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
﹁
皇
室
費
﹂
に
関
す
る
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
︒
こ

れ
は
前
述
の
ご
と
く
新
憲
法
で
皇
室
財
産
の
す
べ
て
が
国
有
財
産
と
さ
れ
た
た
め
︑
皇
室
に
必
要
な
費
用=

皇
室
費
は
︑
予
算
に
計
上
し
て

国
庫
か
ら
毎
年
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
条
文
を
要
約
し
て
左
に
抄
出
す
る
︒
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A

内
廷
費
は
︑
内
廷
に
あ
る
天
皇
と
皇
族

(皇
后
・
太
皇
太
后
・
皇
太
后
︑
皇
太
子
・
皇
太
子
妃
︑
皇
太
孫
・
皇
太
孫
妃
お
よ
び
未
婚

の
皇
子
・
皇
女
)
の
﹁
日
常
の
費
用
︑
そ
の
他
内
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
で
あ
り
︑
別
の
法
律

(施
行
法
)
で
定
め
る
定
額
を
︑
毎
年

支
出
す
る
︒
こ
れ
は
﹁
御
手
許
金
﹂
と
な
る
も
の
と
す
る
か
ら
︑
宮
内
庁
の
経
理
に
属
し
な
い

(第
四
条
)︒

B

皇
族
費
は
︑
㋑

｢皇
族
と
し
て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め
に
︑
年
額
に
よ
り
毎
年
主
出
す
る
も
の
﹂︑
及
び

㋺

｢皇
族

(主

に
男
子
)
が
初
め
て
独
立
の
生
計
を
営
む
際
に
一
時
金
額
に
よ
り
支
出
す
る
も
の
﹂︑
並
び
に

㋩

｢皇
族

(女
子
)
で
あ
っ
た
者
と
し

て
の
品
位
保
持
の
資
に
充
て
る
た
め
に

(結
婚
に
よ
り
)
そ
の
身
分
を
離
れ
る
際
に
︑
一
時
金
額
に
よ
り
支
出
す
る
も
の
﹂
で
あ
り
︑

そ
の
年
額
・
一
時
金
は
別
の
法
律

(施
行
法
)
に
よ
り
算
出
す
る

(第
六
条
)︒

こ
れ
ら
の
年
額
配
分
率
に
つ
い
て
は
︑
㋑
の
う
ち
︑
①
独
立
の
生
計
を
営
む
親
王

(当
主
)
に
は
定
額

(10
割
)︑
②
そ
の
妃
に
は

定
額
の
1
／
2
︑
③
夫
を
失
っ
た
親
王
妃

(当
主
代
理
)
に
は
定
額

(10
割
)︑
④
独
立
し
て
い
な
い
親
王
・
内
親
王
に
は
︑
成
年
な

ら
ば
3
／
10
︑
未
成
年
な
ら
ば
1
／
10
︑
⑤
未
婚
で
独
立
の
生
計
を
営
む
内
親
王
に
は
定
額
の
1
／
2
︑
⑥
そ
の
王
・
王
妃
・
王
女

に
は
︑
親
王
・
同
妃
・
内
親
王
に
準
じ
て
各
々
7
／
10
︑
⑦
摂
政
と
な
る
皇
族
に
は
定
額
の
三
倍

(在
任
中
)︑
ま
た
㋺
の
一
時
金
は

①
の
年
額
の
二
倍
︑
さ
ら
に
㋩
の
一
時
金
は
⑤
の
十
倍
な
ど
と
定
め
ら
れ
て
い
る
︒

C

宮
廷
費
は
︑
内
廷
諸
費
以
外
の
﹁
宮
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
﹂
で
あ
り
︑﹁
宮
内
庁
で
︑
こ
れ
を
経
理
す
る
﹂
(第
五
条
)︒

こ
の
よ
う
な
﹁
皇
室
費
﹂
と
定
額
予
算
を
執
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
︑﹁
経
済
法
﹂
の
公
布

(昭
和
二
十
二
年
一
月
十
六
日
)
か
ら
︑

﹁
施
行
法
﹂
案
が
作
ら
れ
て
︑
G
H
Q
と
折
衝
を
重
ね
た
︒
そ
れ
は
三
月
に
い
っ
た
ん
頓
挫
し
た
が
︑
再
び
交
渉
し
て
十
月
二
日
︑
よ
う
や

く
公
布
に
至
っ
て
い
る
︒
そ
の
主
な
要
点
は
︑
左
の
通
り
で
あ
る

(金
額
は
以
後
何
度
も
改
定
)︒

・
A
内
廷
費
の
定
額
は
八
〇
〇
万
円
と
す
る

(七
条
)

・
B
皇
族
費
の
定
額
は
一
二
〇
万
円
と
す
る

(八
条
)

｢皇室経済法」の成立史と問題点
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・
天
皇
と
内
廷
皇
族
の
賜
与
・
譲
受
で
き
る
限
度
額
は
一
二
〇
万
円
と
す
る

(第
五
条
)

こ
れ
を
要
す
る
に
︑﹁
皇
室
費
﹂
の
う
ち
︑
A
内
廷
用
の
内
廷
費
は
一
括
﹁
御
手
許
金
﹂
と
し
て
支
出
さ
れ
る
が
︑
B
宮
家
用
の
皇
族
費

は
皇
族
ご
と
に
配
分
率
が
定
め
ら
れ
︑
両
方
の
年
額
は
﹁
施
行
法
﹂
の
金
額
を
物
価
の
変
動
な
ど
に
よ
り
改
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒

た
だ
︑
そ
の
金
額
に
つ
い
て
︑
G
H
Q
は
極
力
削
減
を
要
求
し
︑
そ
れ
に
対
し
て
日
本
側
で
は
可
能
な
限
り
説
得
に
努
め
た
︒
特
に
皇
室

の
自
由
な
裁
量
の
出
来
る
賜
与
の
金
額
は
︑
原
案
三
〇
〇
万
円
を
G
H
Q
が
一
二
〇
万
円
に
減
ら
す
こ
と
を
求
め
︑
日
本
側
は
救
恤
等
に
必

要
な
賜
与
と
し
て
一
三
〇
万
円
を
提
示
し
た
が
︑
結
局
一
二
〇
万
円
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
︒

な
お
︑
皇
室
に
関
す
る
費
用
と
し
て
は
︑
上
記
の
皇
室
費

(A
・
B
・
C
)
以
外
に
︑
D
宮
内
庁
費

(令
和
三
年
度
要
求
額
一
二
五
億

円
)
お
よ
び
E
皇
宮
警
察
本
部
の
費
用

(同
八
五
億
円
)
が
あ
る
︒

四
︑
令
和
三
年
度
﹁
皇
室
費
﹂
予
算
使
途

こ
の
よ
う
な
﹁
経
済
法
﹂
と
﹁
施
行
法
﹂
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
七
十
余
年
︑
三
種
類
の
皇
室
費
は
︑
法
定
の
原
則
と
配
分
の
比
率
を
大
筋

で
守
り
な
が
ら
︑
物
価
の
高
騰
な
ど
に
応
じ
て
年
額
を
改
正
し
運
用
さ
れ
て
き
た
︒

そ
の
間
に
︑
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
よ
っ
て
平
成
の
大
礼
が
行
わ
れ
︑
ま
た
平
成
の
天
皇
の
高
齢
退
位

(譲
位
)
に
よ
っ
て
令
和
の
大
礼
が

行
わ
れ
た
︒
そ
の
際
に
大
嘗
祭
関
係
費
な
ど
を
め
ぐ
り
皇
室
費
の
在
り
方
も
議
論
さ
れ
た
︒
ま
た
ご
く
最
近
︑
秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
内
親

王
が
結
婚
に
当
り
一
時
金
を
辞
退
さ
れ
た
こ
と
で
︑﹁
皇
族
費
﹂
の
使
途
へ
の
関
心
が
集
ま
っ
た
︒

そ
こ
で
︑
こ
の
機
会
に
宮
内
庁
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
表
さ
れ
て
い
る
﹁
宮
内
庁
関
係
予
算
の
概
要

(令
和
三
年
度
概
算
要
求
)﹂

資
料
な
ど
に
基
づ
き
︑
A
内
廷
費
・
B
皇
族
費
・
C
宮
廷
費
の
具
体
的
な
予
算
使
途
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
平
易
に
説
明
し
︑
あ
わ
せ
て
若
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干
の
問
題
点
と
改
善
へ
の
試
案
を
付
け
加
え
る
︒

す
な
わ
ち
︑
当
年
度
の
﹁
皇
室
費
﹂
総
額
は
八
億
〇
四
〇
〇
万
円
︑
そ
の
内
訳
は
A
三
億
二
四
〇
〇
万
円

(約
4
％
)︑
B
二
億
九
〇
〇

〇
万
円

(約
3
％
)︑
C
七
九
億
一
〇
〇
〇
万
円

(93
％
)
で
あ
り
︑
ほ
と
ん
ど
が
C
の
宮
廷
費
︑
A
と
B
あ
わ
せ
て
7
％
に
す
ぎ
な
い
︒

し
か
も
︑
A
内
廷
費
は
︑
内
廷

(本
家
)
の
天
皇

(61
歳
)・
皇
后

(59
歳
)
と
上
皇

(86
歳
)・
上
皇
后

(85
歳
)
の
四
陛
下
お
よ
び
敬

宮
愛
子
内
親
王

(20
歳
)
の
五
方
に
関
す
る
費
用
で
あ
る
が
︑
そ
の
物
件
費
と
し
て
66
％

(二
億
一
三
八
四
万
円
)
を
充
て
ら
れ
て
い
る
か

ら
︑
単
純
平
均
す
れ
ば
︑
御
一
方
で
約
四
二
三
五
万
円
と
な
る
︒
そ
の
内
訳
は
a
服
装
・
用
度
費
18
％
︑
b
食
饌
費
13
％
︑
c
医
療
費
な
ど

12
％
︑
d
恩
賜
金
・
奨
励
金
・
交
際
費
10
％
︑
e
教
育
費
・
旅
行
費
5
％
︑
f
宮
中
祭
祀
費
8
％
で
あ
る
︒

そ
れ
以
外
に
人
件
費
と
し
て
34
％

(一
億
一
〇
一
六
万
円
)
を
計
上
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
︑
国
家
公
務
員
と
さ
れ
な
い
内
廷
職
員
と
し
て
︑

宮
中
祭
祀
に
従
事
す
る
掌
典
長
・
次
長
・
掌
典
・
内
掌
典
な
ど
︑
生
物
学
御
研
究
・
育
桑
養
蚕
に
従
事
す
る
研
究
者
な
ど
の
給
与
で
あ
る
︒

つ
い
で
B
皇
族
費
は
︑
宮
家

(分
家
)
と
し
て
⑴
秋
篠
宮
家
に
五
名
︑
⑵
常
陸
宮
家
に
二
名
︑
⑶
三
笠
宮
家
に
四
名
︑
⑷
高
円
宮
家
に
二

名
︑
合
計
十
三
名
の
皇
族

(男
性
三
名
︑
女
性
十
名
)
各
々
に
対
し
て
支
出
さ
れ
る
︒
そ
の
分
配
比
率
は
︑
当
主
を
基
準
に
し
て
︑
同
妃
が

1
／
2
︑
未
婚
成
年
が
3
／
10
︑
未
成
年
が
1
／
10
と
定
め
ら
れ
て
い
る
︒
そ
れ
を
あ
て
は
め
れ
ば
︑
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
︒

こ
の
う
ち
︑
⑴
秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
内
親
王

(30
歳
)
は
︑﹁
品
位
保
持
﹂
に
努
め
な
が
ら
育
ち
︑
成
年
後
十
年
近
く
公
務
に
励
ん
で

来
ら
れ
た
︒
し
か
し
︑
学
生
時
代
に
出
会
っ
た
一
般
男
性
と
婚
約
さ
れ
た
の
で
︑
今
後
と
も
﹁
品
位
保
持
﹂
を
続
け
る
資
と
し
て
一
時
金

(当
主
妃
額
の
十
倍
を
限
度
と
す
る
)
を
受
給
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
︒
そ
れ
が
本
人
の
意
志
に
よ
っ
て

(皇
室
経
済
会
議
に
も
諮
ら
ず
)

辞
退
さ
れ
た
の
は
︑
異
例
の
事
態
で
あ
る
︒

さ
ら
に
C
宮
廷
費
は
︑﹁
皇
室
の
御
活
動
や
皇
室
財
産
の
維
持
管
理
等
に
必
要
な
経
費
﹂
で
あ
る
︒
そ
の
主
な
使
途
は
︑
a
儀
典
関
係
費

(通
常
儀
典
費
・
行
幸
啓
費
・
御
活
動
環
境
等
整
備
費
・
国
際
親
善
等
経
費
)
九
億
八
七
一
〇
万
円

(12
．5
％
)︑
b
宮
殿
等
管
理
費

(宮

｢皇室経済法」の成立史と問題点
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殿
費
・
陵
墓
費
・
鴨
場
費
・
牧
場
費
)
一
一
億
四
八
四
〇
万
円

(14
．5

％
)︑
c
皇
室
用
財
産
修
繕
費

(通
常
修
繕
費
・
特
殊
改
増
築
費
)
一

五
億
五
一
〇
〇
万
円

(19
．6
％
)︑
文
化
財
管
理
費

(正
倉
院
費
・
図

書
費
・
文
化
財
特
別
保
存
費
な
ど
)
一
九
〇
〇
万
円

(2
．7
％
)︑
d

車
馬
管
理
費
一
億
四
二
七
〇
万
円

(1
．8
％
)
2
％
な
ど
で
あ
り
︑

さ
ら
に
︑
特
別
多
い
の
は
e
皇
居
等
施
設
整
備
費

(吹
上
の
御
所
と
赤

坂
御
用
地
の
仙
洞
御
所
お
よ
び
皇
嗣
秋
篠
宮
邸
の
改
修
増
築
費
用
)
三

八
億
六
二
四
〇
万
円

(48
．8
％
)
で
あ
る
︒

五
︑
｢

内
廷
費
﹂
に
よ
る
﹁
賜
金
﹂
と
﹁
祭
祀
費
﹂

以
上
を
要
す
る
に
︑
戦
後
G
H
Q
か
ら
根
本
的
な
改
革
を
迫
ら
れ
た

皇
室
制
度
は
︑
新
憲
法
の
第
一
章
に
﹁
天
皇
﹂
を
置
き
︑﹁
象
徴
世
襲

天
皇
﹂
の
在
り
方
に
つ
い
て
︑
法
律
の
新
﹁
皇
室
典
範
﹂
と
﹁
皇
室
経
済

法
﹂
に
定
め
た
︒
本
稿
で
は
︑
後
者

(経
済
法
)
の
成
立
経
緯
と
運
用

実
態
を
概
観
し
て
き
た
が
︑
そ
こ
に
当
初
か
ら
潜
ん
で
い
た
問
題
点
が

次
第
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
︒
そ
れ
は
多
岐
に
亘
る
が
︑
こ
こ
で
は

﹁
内
廷
費
﹂
に
関
す
る
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
管
見
を
略
述
す
る
︒

10(151)

皇族費 (4 宮家、合計年額) 2 億 6,900 万円

(1) 秋篠宮家 (5 名、皇嗣家のみ年額の 3倍) 1 億 2,810 万円
文仁親王 (当主、56 歳) 3,050 万×3=9,150 万円
紀子妃 (55 歳、1/2) 1,525 万円
長女の眞子内親王 (30 歳、3/10) 915 万円
次女の佳子内親王 (27 歳、3/10) 915 万円
長男の悠仁親王 (15 歳、1/10) 305 万円

※眞子内親王の独立一時金 (当主妃通常年額の 10 倍=1 億 5,250 万円が上限額) 辞退

(2) 常陸宮家 (2 名、年額) 4,575 万円
正仁親王 (当主、86 歳) 3,050 万円
華子妃 (81 歳、1/2) 1,525 万円

(3) 三笠宮家 (4 名、年額) 5,850 万 5 千円
百合子妃 (当主代理、98 歳) 3,050 万円
信子妃 (寛仁親王妃、66 歳、1/2) 1,525 万円
彬子女王 (同親王長女、40 歳、3/10×7/10) 640 万円
遥子女王 (同親王三女、3/10×7/10) 640 万 5 千円

(4) 高円宮家 (2 名、年額) 3,600 万 5 千円
久子妃 (当主代理、69 歳) 3,050 万円
承子女 (憲仁親王長女 3/10×7/10) 640 万 5 千円

※各宮邸は国有財産 (非課税) 各宮邸の人件費は当主負担



そ
の
ひ
と
つ
は
﹁
賜
金
﹂
が
少
な
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
︒
A
の
d
は
﹁
賜
金
﹂
だ
け
で
な
く
公
的
な
行
為
に
伴
う
﹁
交
際
費
﹂
と
公
共
的

な
貢
献

(個
人
・
団
体
)
へ
の
﹁
奨
励
金
﹂
も
含
め
て
僅
か
9
％

(令
和
三
年
度
予
算
で
は
二
九
三
六
万
円
)
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
川
田
敬

一
氏
の
論
文
⑩
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
旧
制
度
下
の
昭
和
二
十
年
度
に
お
け
る
﹁
皇
室
通
常
会
計

(歳
出
)﹂
は
︑
今
日
と
比
べ
難
い
著
し
く

低
い
物
価
の
中
で
あ
っ
て
も
︑
八
五
七
万
円

(全
歳
出
の
約
27
％
)
と
い
う
高
額
で
あ
っ
た
(5
)
︒

ち
な
み
に
︑
明
治
以
来
﹁
皇
室
財
産
﹂
が
特
設
さ
れ
た
の
は
︑
明
治
十
五
年

(一
八
八
二
)
福
沢
諭
吉

(47
歳
)
が
﹁
時
事
新
報
﹂
の
社

説
と
し
て
連
載
し
た
﹁
帝
室
論
﹂
が
一
つ
の
端
緒
と
な
っ
た
︒
そ
の
中
で
﹁
帝
室
は
政
治
社
外
の
も
の
⁝
⁝
万
機
を
統す

ぶ

る
も
の
⁝
⁝
日
本
人

民
の
精
神
を
収
攬
す
る
の
中
心
﹂
で
あ
る
か
ら
︑﹁
学
術
技
芸
の
奨
励
も
ま
た
専
ら
帝
室
に
依
頼
し
て
国
に
益
す
る
こ
と
多
か
る
べ
し
︒
孝

子
節
婦
有
功
の
者
を
賞
し
て
全
国
の
徳
風
を
篤
く
し
︑
文
を
尚
び
武
を
重
く
す
る
の
例
を
示
し
て
︑
我
日
本
の
学
問
を
独
立
せ
し
め
る
﹂
に

は
﹁
資
本
﹂
を
必
要
と
す
る
の
で
︑﹁
今
日
よ
り
帝
室
の
費
額
を
増
し
︑
又
幸
に
し
て
国
中
に
官
林
も
多
き
こ
と
な
れ
ば
︑
其
の
幾
分
を
割

い
て
永
久
の
御
有

(世
伝
御
料
)
に
供
す
る
こ
と
緊
要
な
る
べ
し
﹂
と
提
案
し
て
い
る
︒

そ
の
趣
旨
は
戦
後
に
至
っ
て
も
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
︑
僅
か
な
﹁
奨
励
金
・
賜
金
﹂
に
よ
り
学
問
芸
術
の
奨
励
も
公
共
的
な
奉
仕
功
労

者
な
ど
へ
の
賜
金
も
細
々
と
行
わ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
こ
れ
は
﹁
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
﹂
と
し
て
の
﹁
公
的
行
為
﹂
に
必
要
な
費
用
と

解
す
れ
ば
︑
内
廷
費
で
な
く
宮
廷
費
の
一
項
目
と
し
て
︑
現
状
の
数
倍
以
上
を
支
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
︒

も
う
ひ
と
つ
は
︑
日
本
国
憲
法
の
も
と
で
︑
宮
中
祭
祀
は
︑
A
の
内
廷
費
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
が
︑
代
始
の
大
嘗
祭
も
︑
内
廷
会
計

(内
廷
費
と
残
余
貯
蓄
)
で
営
み
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
︒

戦
後
初
め
て
平
成
二
年

(一
九
九
〇
)
十
一
月
に
実
施
さ
れ
た
大
嘗
祭
で
は
︑
前
年
か
ら
政
府
が
有
識
者
な
ど
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
︑

﹁
宗
教
上
の

(神
道
的
な
)
儀
式
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
﹂
が
︑﹁
一
世
に
一
度
の
極
め
て
重
要
な
伝
統
的
皇
位
継
承
儀
式
で
あ
る
か
ら
︑

皇
位
の
世
襲
制
を
と
る
わ
が
国
の
憲
法
下
﹂
に
お
い
て
﹁
公
的
性
格
﹂
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
︑
天
皇
の
公
的
行
為
に
使
わ
れ
る
宮
廷

｢皇室経済法」の成立史と問題点

11 (150)



費
の
支
出
が
﹁
相
当
﹂
と
の
見
解
を
ま
と
め
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
C
宮
廷
費
に
臨

時
増
額

(一
般
会
計
か
ら
充
当
)
二
二
億
五
〇
〇
〇
万
円
が
用
い
ら
れ
た
︒
そ

れ
が
前
例
と
な
っ
て
︑
令
和
元
年

(二
〇
一
九
)
の
大
嘗
祭
も
宮
廷
費
で
賄
わ

れ
て
い
る
︒

従
っ
て
︑
今
後
の
大
嘗
祭
も
︑
平
成
と
令
和
の
実
例
に
則
っ
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
︒
た
だ
︑
令
和
大
嘗
祭
の
一
年
前

(平
成
三
十
年
十
一

月
)︑
半
年
後
に
兄
君
の
皇
太
子
徳
仁
親
王
が
践
祚

(即
位
)
さ
れ
る
と
次
の

﹁
皇
嗣
﹂
に
な
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
た
弟
君
の
秋
篠
宮
文
仁
親
王
は
﹁
宗
教

色
が
強
い
か
ら
︑
や
は
り
内
廷
会
計

(内
廷
費
と
残
余
の
貯
蓄
)
で
行
う
べ
き

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
﹂
と
の
見
解
を
公
言
さ
れ
た
︒
そ
の
た
め
︑
令
和
の
次

の
大
嘗
祭
で
は
︑﹁
宮
廷
費
﹂
か
﹁
内
廷
会
計
﹂
か
の
議
論
を
避
け
て
通
れ
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
︒

そ
こ
で
︑
あ
え
て
皇
嗣
殿
下
の
見
解
を
活
か
す
道
を
考
え
て
み
る
と
︑
実
は

既
に
昭
和
五
十
六
年

(一
九
八
一
)
こ
ろ
か
ら
数
年
間
︑
神
社
新
報
社
の
論
説

主
幹
葦
津
珍
彦
氏
を
中
心
と
す
る
﹁
皇
室
法
研
究
会
﹂
で
ま
と
め
ら
れ
た
共
同

研
究
成
果

(注
4
の
③
)
が
一
つ
の
手
掛
か
り
と
な
ろ
う
︒

そ
の
要
点
を
略
述
す
れ
ば
︑
内
廷
は
﹁
天
皇
に
直
属
す
る
⁝
⁝
政
府
行
政
権

の
外
に
あ
る
﹂
別
格
の
存
在

(聖
域
)
で
あ
り
︑
内
廷
費
は
﹁
国
の
象
徴
と
し

12(149)

昭和 20 年度の帝室通常会計歳出経常部 (総額 3,160 万円)

内廷費 (皇后・皇太后・東宮費) 100 万円 (3.2%) A

神事費 (祭典費・陵墓費) 21 万円 (0.7%) A-f

贈 賜 (恩賜金・奨励金) 857 万円 (27.1%) A-d

皇族費 (秩父宮・高松宮・三笠宮・皇族) 135 万円 (4.3%) B

宮廷費 (天皇・皇后・皇太后・東宮費) 18 万円 (0.6%) C

行幸啓費 49 万円 (1.6%) C-a

営繕費+用度費 297 万円 (9.4%) C-c, e

車馬費+牧場費 75 万円 (2.4%) C-d

給与と恩給 (宮内省職員) 1,060 万円 (33.5%) D

学習院費と女子学習院費 271 万円 (5.3%) ×

帝室博物館費 54 万円 (1.7%) ×

雑出と機密費 47 万円 (1.5%)

禁衛府費 (皇宮警察の前身) 204 万円 (6.5%) E

※歳出額は千円以下四捨五入、%は総歳出に対する割合、右端の符号は本文中の現行

費用との関連を示す。



て
の
天
皇
親
裁
下
の
皇
室
の
公
費
﹂
と
み
ら
れ
る
か
ら
︑
毎
年
の
宮
中
祭
祀
で
最
も
重
要
な
新
嘗
祭
を
大
規
模
に
行
う
代
始
の
大
嘗
祭

(大

新
嘗
祭
と
も
い
う
)
は
︑
内
廷
費
を
特
別
に
臨
時
増
額
す
る
な
ど
の
工
夫
を
す
れ
ば
実
施
で
き
る
︑
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
法
理
で
あ
る
︒

し
か
も
︑
そ
れ
よ
り
前
か
ら
︑
昭
和
天
皇
は
次
の
大
嘗
祭
に
役
立
て
る
た
め
︒
毎
年
の
内
廷
費

(御
手
許
金
)
を
節
約
し
て
残
余
を
備
蓄

し
て
こ
ら
れ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
備
蓄
は
崩
御
後
に
私
的
遺
産
と
み
な
さ
れ
て
納
税
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
こ
の

よ
う
な
残
余
備
蓄
に
は
課
税
し
な
い
法
的
措
置
を
と
る
と
共
に
︑
他
の
方
法
で
臨
時
増
額
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
(6
)
︒
た
だ
︑
そ
れ
で
も
大

嘗
宮

(悠
紀
田
・
主
基
殿
な
ど
)
の
建
造
費
な
ど
は
宮
廷
費
を
充
て
る
ほ
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
︒

注
(5
)
昭
和
二
十
年

(一
九
四
五
)
年
度
の
帝
室
通
常
会
計
歳
出
は
︑
上
の
表
の
と
お
り
で
あ
る

(
注
4
の
⑩
)
︒
な
お
︑
注

(4
)
の
⑩
で
引
用
し
た

贈
賜
の
金
額
に
誤
植
が
あ
る
の
で
正
し
い
数
値
を
記
し
た
︒

(6
)
た
と
え
ば
︑
注

(4
)
の
③
所
収
の
葦
津
珍
彦
氏
論
文
で
は
︑
酒
巻
芳
男
氏
﹃
皇
室
制
度
講
話
﹄
に
よ
り
皇
室
の
世
伝
御
料
は
﹁
天
皇
の
思
召
に

し
た
が
っ
て
︑
財
を
処
理
す
る
た
め
の
確
た
る
目
的
を
寄
付
行
為
と
し
て
設
立
さ
れ
た
特
殊
の
財
団
﹂
だ
と
解
す
る
説
を
援
用
し
て
︑
﹁
天
皇
は
無

所
有
で
あ
る
け
れ
ど
も
︑
財
の
支
出
を
要
す
る
時
に
は
︑
こ
の
財
団
が
思
召
に
よ
っ
て
財
を
用
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
の
だ
か
ら
︑﹁
大
嘗
祭
の

御
経
費
は
︑
皇
室
臨
時
の
大
事
と
し
て
︑
特
別
内
廷
費
と
し
て
支
出
﹂
す
る
か
﹁
皇
室
の
御
用
に
奉
仕
す
る
財
団
﹂
を
設
立
し
て
﹁
古
儀
を
重
ん

ず
る
国
民
が
財
団
へ
の
献
金
を
す
れ
ば
︑
こ
と
は
解
決
す
る
﹂
(一
九
二
～
二
〇
〇
頁
)
と
提
案
さ
れ
て
い
る
︒

〈追
記
﹀
本
稿
の
入
力
と
校
正
に
︑
川
田
敬
一
氏

(本
学
大
学
院
修
了
︑
金
沢
工
業
大
学
教
授
)
の
協
力
を
え
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
︒

(
令
和
四
年
︿
二
〇
二
二
﹀
一
月
七
日
)

｢皇室経済法」の成立史と問題点
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